
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生とひかり幼稚園児が笑顔で交流 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 経営キーワード「言葉（言葉遣い・言語力）」・自立（自ら判断実践・協働的解決・新たな課題追究）」

 

繋 
令和７年度 学校便り 

Ｒ７．９．３０ 

ＮＯ  １４ 

校長 秋場 一憲 

学校教育目標「ふるさとを愛し、未来をしなやかに生き抜く谷地南部っ子の育成」 

子どもの自尊心ややる気を育てるかかわり方を学ぶ 

 昨年度から幼保小連携を一層進めている中、９月５日（金）には、ひかり幼稚園を会場に園児と４年生が交流

を行いました。内容は、年長児との全体でのゲーム並びに小グループでの遊びのほか、全園児との歌の交流で

す。４年生は、園児の話をよく聞き、寄り添いながら温かい交流となるよう心を砕いていました。来年度、５年

生としてかかわる際の良い経験になったと思います。 

 ９月１１日（木）に就学時オリエンテーションを行

い、来年度入学予定の１７名の年長児と保護者を迎え

ました。保護者全体会の中で、笹原英子 県家庭教育ア

ドバイザーより「子どもの自尊心ややる気を育てる保

護者のかかわりについて」という演題でご講演いただ

きました。経営キーワードに掲げている「自立心」育成

のために、保護者と教職員がそれぞれの立場でどうか

かわっていけばいいのかを学ぶ良い機会と捉えまし

た。ご講演内容は、年長児をお持ちの保護者だけでな

く、全ての保護者の皆様にお伝えしたい内容でしたの

で、右下に骨子を記載しました。ぜひご一読いただき、

意識・実践していただければ幸いです。 

講演の一場面 

グループ内で「我が子のプチ自慢」 

【ご講演内容（骨子）】 

◎非認知能力（学力テストで測れない「生きる力」）を育てるこ

とが重要である。（例：目標に向かってがんばる力、人と上手

にかかわる力、感情をコントロールする力など） 

◎非認知能力を育てるために家庭教育で重視するポイント 

 ・子どもの気持ちを受け止め共感する。 

 ・小さな成功体験を一緒に喜ぶ。 

 ・失敗しても大丈夫という安心感を持たせる。 

 ・手伝いや役割で自信と責任感を育む。 

 ・遊びや自然体験で創造性を広げる。 

◎子どもには失敗する権利があり、失敗から学ぶことがたくさん

ある。大切なことは、「尊重する」「認める」「信じる」「任せる」

ことである。 

遊びを一緒に楽しむ 別れの場面「また会おうね。」 



アンデスの音楽を体全体で味わう  ～ 町小学校芸術鑑賞教室 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月予定 

 ９月９日（火）、サハトべに花

を会場に町小学校芸術鑑賞教室

が開催されました。今回は、クル

ス・デルスールによるボリビアを

中心とした「アンデスの音楽」を

鑑賞。独特の楽器が奏でる演奏の

ほか、珍しい民族衣装、音楽に合

わせたダンス体験など、盛り沢山

の内容で、子供たちは大満足でし

た。異国の文化への理解を深める

良い機会にもなりました。 

５名による素晴らしい演奏 手拍子で大盛り上がり 


